
　「
日
本
封
筒
フ
ォ
ー
ラ
ム
２

０
２
３
」（
旧
名
称
＝
全
国
封

筒
年
次
大
会
）
が
、
７
月
７
日

午
後
３
時
30
分
か
ら
東
京
・
大

手
町
の
Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京
で

１
６
０
人
が
出
席
し
て
４
年
振

り
に
開
催
し
た
。

　
当
日
は
、
白
石
元
宏
実
行
委

員
の
司
会
で
進
め
、
最
初
に
棚

橋
泰
仁
実
行
委
員
長
が
次
の
よ

う
に
挨
拶
し
た

　「
本
日
は
我
々
封
筒
会
社
を

は
じ
め
、
封
筒
業
界
に
関
わ
り

の
深
い
製
紙
、
紙
代
理
店
、
機

材
関
連
と
全
日
本
紙
製
品
工
業

組
合
・
黒
田
章
裕
理
事
長
、
日

本
郵
便
切
手
葉
書
室
・
光
山
實

担
当
部
長
に
も
ご
臨
席
い
た
だ

い
て
い
る
。
今
回
よ
り
大
会
名

称
を『
日
本
封
筒
フ
ォ
ー
ラ
ム
』

へ
変
更
し
て
開
催
す
る
。
第
１

回
は
30
年
前
の
１
９
９
３
年
２

月
に
１
７
０
名
の
参
加
で
開
催

し
て
い
る
。
今
回
は
２
０
１
９

年
７
月
以
来
４
年
振
り
、
27
回

目
の
開
催
で
、
出
席
者
数
１
６

０
人
の
内
訳
は
封
筒
会
社
72

人
、関
連
会
社
が
88
人
と
な
る
。

　
さ
て
、
封
筒
は
郵
便
サ
ー
ビ

ス
や
書
類
の
送
付
に
欠
か
せ
な

い
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い

る
。
直
近
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
券
や
補
助
金
の

申
請
書
類
の
送
付
に
封
筒
が
使

わ
れ
る
な
ど
、
大
き
な
役
割
を

果
た
し
た
。
封
筒
に
関
わ
り
が

深
い
印
刷
業
界
や
文
具
業
界
で

は
原
材
料
の
高
騰
に
よ
る
受
注

の
小
ロ
ッ
ト
化
、
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
な
ど
の
働
き
方
の
変

化
、
社
会
の
Ｄ
Ｘ
の
推
進
に
よ

る
新
聞
、
チ
ラ
シ
、
書
籍
、
ビ

ジ
ネ
ス
文
書
な
ど
の
需
要
減
少

が
見
ら
れ
る
が
、
封
筒
も
こ
う

し
た
環
境
変
化
の
影
響
を
受
け

て
い
る
。
社
会
生
活
や
企
業
活

動
の
中
で
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
が

加
速
し
て
お
り
、
紙
や
封
筒
の

需
要
が
徐
々
に
減
少
し
て
い

る
。
働
き
方
改
革
関
連
法
の
施

行
に
伴
う
物
流
の
２
０
２
４
年

問
題
で
生
じ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問

題
も
あ
る
。
今
年
の
６
月
19
日

に
は
、
ヤ
マ
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
が
メ
ー
ル
便
の
配
達
を
日

本
郵
便
に
全
面
委
託
す
る
と
の

発
表
も
あ
っ
た
。
今
秋
か
ら
ス

タ
ー
ト
す
る
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度

も
今
後
の
需
要
に
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
す
と
思
わ
れ
る
。

　
封
筒
業
界
は
物
流
、
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
、
環
境
の
諸
問
題
に

対
応
し
て
新
た
な
需
要
を
創
出

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

後
、
講
演
会
で
話
さ
れ
る
持
続

可
能
な
社
会
に
向
け
た
紙
製
品

の
開
発
も
大
き
な
課
題
で
あ

る
。
同
席
の
皆
様
と
共
に
今
後

の
市
場
動
向
を
見
据
え
た
製
造

方
法
の
開
発
や
環
境
に
優
し
い

素
材
の
使
用
な
ど
、
新
た
な
封

筒
の
付
加
価
値
を
提
供
し
て
い

き
た
い
。
今
後
と
も
封
筒
業
者

と
関
連
業
者
と
の
永
続
で
き
る

関
係
を
構
築
で
き
る
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
し
た
い
」　
と
挨
拶
し
た
。

　
続
い
て
、
全
紙
工
・
黒
田
章

裕
理
事
長
が
「
棚
橋
実
行
委
員

長
は
封
筒
業
界
を
取
り
巻
く
事

業
環
境
の
変
化
を
お
話
し
さ
れ

た
。２
０
２
５
年
４
月
に
大
阪
・

夢
洲
（
ゆ
め
し
ま
）
で
開
催
さ

れ
る
『
大
阪
・
関
西
万
博
』
は
、

『
い
の
ち
輝
く
未
来
社
会
の
デ

ザ
イ
ン
』
を
テ
ー
マ
に
、
未
来

社
会
の
実
験
場
と
し
て
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
話

は
変
わ
る
が
先
日
、
筆
づ
く
り

の
里
で
知
ら
れ
る
広
島
・
熊
野

町
で
の
筆
づ
く
り
体
験
で
、
伝

統
工
芸
士
に
手
伝
っ
て
も
ら
い

な
が
ら
筆
を
自
作
し
た
。
自
作

し
た
筆
で
紙
に
手
書
き
す
る
こ

と
は
格
別
の
体
験
で
、
自
然
と

書
き
た
い
気
持
ち
に
な
っ
た
。

熊
野
町
の
静
か
な
山
の
中
で
80

歳
を
超
え
る
工
芸
士
の
方
と
一

緒
に
そ
こ
に
い
る
こ
と
は
、
私

に
と
っ
て
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン

グ
（
本
質
的
に
価
値
の
あ
る
状

態
）
だ
っ
た
。
Ｄ
Ｘ
や
Ｂ
Ｘ
が

も
た
ら
す
変
化
の
中
で
新
し
い

商
品
、
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
を
生

み
出
さ
な
け
れ
ば
企
業
も
業
界

も
生
き
残
っ
て
い
け
な
い
。
こ

れ
か
ら
の
時
代
は
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
環
境
を
提
供
す
る
こ

と
で
価
値
を
生
み
出
す
時
代
に

変
わ
っ
て
く
る
。
30
年
も
の
長

き
に
わ
た
っ
て
続
い
た
当
会
を

通
じ
て
会
員
企
業
を
は
じ
め
、

封
筒
業
界
に
関
わ
る
企
業
が
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら
れ
る

新
た
な
価
値
を
生
み
出
し
て
い

く
こ
と
を
祈
念
す
る
」
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
次
に
、
日
本
郵
便
・
切
手
・

葉
書
室
・
光
山
實
担
当
部
長
が

年
賀
は
が
き
の
需
要
動
向
に
つ

い
て
「
年
賀
ハ
ガ
キ
の
発
行
枚

数
は
２
０
０
４
年
の
約
44
億
枚

か
ら
２
０
２
２
年
は
17
億
枚
へ

と
減
少
傾
向
に
あ
る
。
１
人
当

た
り
の
枚
数
は
平
均
約
30
枚

で
、
こ
ち
ら
も
年
々
減
少
傾
向

に
あ
る
。
年
賀
状
は
日
本
な
ら

で
は
の
伝
統
文
化
で
あ
り
、
受

け
取
っ
た
相
手
に
は
特
別
感
が

あ
る
。
最
近
で
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な

ど
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
年
賀
を
や
り
取

り
す
る
人
が
増
え
つ
つ
あ
る
。

こ
の
傾
向
は
30
代
と
40
代
で
は

大
き
く
傾
向
が
変
わ
る
。
40
代

よ
り
上
の
年
代
は
年
賀
は
が
き

が
主
流
。
30
代
は
基
本
的
に
は

Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
中
心
。
小
学
生
や
中

学
生
は
年
賀
状
は
出
す
が
、
高

校
生
に
な
る
と
出
さ
な
く
な

る
。
何
故
か
と
い
う
と
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
の
保
有
率
が
ほ
ぼ
１

０
０
％
に
な
る
か
ら
で
、
Ｓ
Ｎ

Ｓ
環
境
が
で
き
る
と

年
賀
状
を
出
さ
な
い

傾
向
に
あ
る
」
と
説

明
。
日
本
郵
便
が
実

施
し
て
い
る
手
紙
の

書
き
方
体
験
授
業
に

つ
い
て
「
小
学
校
の

７
割
、
中
学
校
４

割
、
高
校
３
割
で
実

施
し
て
い
る
が
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
で
、

子
ど
も
達
に
『
自
宅

の
住
所
を
正
し
く
話

し
た
り
書
く
こ
と
が

で
き
る
か
』
の
質
問

で
、
小
学
６
年
生
の
４
割
、
中

学
３
年
生
の
２
割
が
正
し
く
話

せ
た
り
書
け
な
い
と
い
う
結
果

と
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
災
害

時
の
危
機
管
理
に
も
通
じ
る
。

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
も
利
用

で
き
な
い
状
況
下
、
自
分
の
住

所
が
書
け
な
い
、
わ
か
ら
な
い

で
は
命
に
も
か
か
わ
る
。
こ
の

よ
う
な
問
題
は
最
新
技
術
だ
け

で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
で
、

Ｉ
Ｔ
技
術
が
進
化
を
遂
げ
て
も

紙
媒
体
と
融
合
し
て
活
用
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
だ
」
と
し
、

加
え
て
チ
ャ
ッ
ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
を
活

用
し
て
作
成
し
た
同
フ
ォ
ー
ラ

ム
の
来
賓
挨
拶
文
を
紹
介
し
な

が
ら
、「
Ａ
Ｉ
は
自
動
で
文
章

を
生
成
す
る
が
、
ど
の
よ
う
な

内
容
を
伝
え
た
い
の
か
を
考
え

る
力
が
な
い
と
成
長
し
な
い
。

こ
の
こ
と
は
企
業
も
業
界
も
同

じ
。
新
し
い
技
術
と
過
去
か
ら

積
み
上
げ
て
き
た
紙
製
品
の
技

術
の
融
合
に
よ
る
新
た
な
価
値

創
出
を
目
指
し
て
、
各
位
と
共

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
午
後
４
時
よ
り
エ

ン
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
広
石
拓
司
代

表
取
締
役
を
講
師
に
招
き
、「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
関
連
し
た
付
加
価
値

の
高
い
紙
製
品
開
発
に
つ
い
て

の
調
査
」
を
テ
ー
マ
に
約
１
時

間
講
演
し
た
。

　
小
憩
後
、
午
後
５
時
30
分
よ

り
懇
親
会
を
開
催
、
山
田
樹
孝

実
行
委
員
の
司
会
で
進
め
、
来

賓
及
実
行
委
員
会
委
員
を
紹
介

し
た
後
、
リ
ン
テ
ッ
ク
・
青
木

智
執
行
役
員
事
業
統
括
本
部
洋

紙
事
業
部
門
長
が
乾
杯
の
音
頭

を
取
っ
て
開
宴
、
賑
や
か
に
歓

談
し
て
親
睦
を
深
め
、
最
後
に

市
瀬
豊
和
実
行
委
員
の
閉
会
の

辞
で
閉
じ
た
。

　
Ｒ
Ｘ
　
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
株
式
会

社
（
田
中
岳
志
社
長
）
は
、「
第

34
回
国
際
文
具
・
紙
製
品
展
　

夏
」（
７
月
19
～
21
日
、
東
京

ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
）
の
初

日
に
「
日
本
文
具
大
賞
２
０
２

３
」
の
表
彰
式
を
行
い
、
グ
ラ

ン
プ
リ
を
発
表
し
た
。

　
今
年
度
よ
り
機
能
、
デ
ザ
イ

ン
、
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
の
３
部
門

の
優
秀
賞
受
賞
15
製
品
（
前
号

で
既
報
）
か
ら
１
点
を
選
出
す

る
方
式
に
変
わ
り
、
グ
ラ
ン
プ

リ
に
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
部
門
（
新

設
）
優
秀
賞
の
三
菱
鉛
筆
「
ｕ

ｎ
ｉ
詰
替
用
」
が
受
賞
し
た
。

紙関連含め160人出席
日本封筒フォーラム 2023

ＳＤＧｓ講演会や懇親会

日本封筒フォーラムの実行委員

挨
拶
す
る
棚
橋
実
行
委
員
長

一
堂
に
会
し
た
封
筒
業
界

日
本
文
具
大
賞
グ
ラ
ン
プ
リ

三
菱
鉛
筆「
ｕ

ｎ
ｉ
詰
替
用
」

挨
拶
す
る
全
紙
工
・
黒
田
理
事
長


